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第
５
０
回
と
い
う
憲
政
の
節
目
を
迎

え
た
先
の
衆
院
選
で
、
党
へ
の
逆
風
が

吹
き
荒
れ
る
中
、
当
選
を
果
た
し
た
大

野
敬
太
郎
支
部
長(

党
政
務
調
査
副
会

長)

に
、
５
期
目
の
決
意
を
聞
い
た
。 

■
少
数
与
党
こ
そ
、

矜
持
を
持
つ
べ
き
。 

聞
き
手…

政
務
調
査
会
で
小
野
寺
五

典
会
長
の
下
、
副
会
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
が
、
ま
ず
は
抱
負
を
伺
い
ま
す
。 

大
野…

政
調
は
政
策
立
案
の
場
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
作
る
だ
け
で

は
済
ま
ず
、
政
策
一
つ
一
つ
の
与
野
党

協
議
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
与

野
党
協
議
に
重
心
を
置
き
す
ぎ
る
と
妥

協
の
弊
害
も
生
じ
る
の
で
、
政
治
家
と

し
て
の
矜
持
を
も
っ
て
挑
み
ま
す
。
責

任
は
非
常
に
重
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

聞
き
手…

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
再
始
動
。

少
数
与
党
で
日
本
は
大
丈
夫
で
す
か
。 

大
野…

ト
ラ
ン
プ
で
は
な
く
て
も
、

外
国
の
動
向
に
右
往
左
往
し
な
い
日
本

を
築
く
べ
き
は
当
然
で
、
こ
れ
ま
で
も

政
策
面
で
様
々
な
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。
た
だ
、
自
民
党
の
歴
史
の
中
で
も

最
も
不
安
定
な
国
会
だ
と
思
い
ま
す
。

政
権
に
対
す
る
思
い
は
様
々
で
す
が
、

日
本
が
世
界
の
中
で
最
大
の
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
行
動
し
て
い
き
ま
す
。 

■
政
治
姿
勢
重
視 

聞
き
手…

先
の
衆
議
院
選
で
、
政
治

姿
勢
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
。 

大
野…

今
こ
そ
一
人
ひ
と
り
の
政
治

家
の
政
治
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。
政
治

家
が
よ
く
言
う
初
志
貫
徹
も
、
初
心
が

薄
っ
ぺ
ら
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
私
は
、

初
当
選
以
来
ポ
ス
タ
ー
に
掲
げ
て
い
る
、

謙
虚
に
真
摯
に
大
胆
に
、
を
改
め
て
選

挙
で
誓
い
ま
し
た
。 

謙
虚
さ
は
、
人
間
と
し
て
の
謙
虚
さ

も
あ
り
ま
す
が
、
権
力
を
振
り
か
ざ
さ

な
い
と
い
う
、
権
力
に
対
す
る
謙
虚
さ

の
方
が
政
治
家
に
は
は
る
か
に
重
要
で

す
。
例
え
ば
民
主
主
義
と
多
数
決
の
違

い
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

真
摯
さ
は
人
間
と
し
て
と
い
う
よ
り
、

真
摯
さ
の
対
象
で
す
。
今
だ
け
で
な
く
、

未
来
・
過
去
の
全
て
の
日
本
人
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
顔
向
け
で
き
な
い
こ
と

は
し
な
い
、
と
い
う
姿
勢
で
す
。
大
戦

で
散
華
さ
れ
た
ご
英
霊
に
、
あ
る
い
は

生
ま
れ
て
く
る
子
供
た
ち
に
、
説
明
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

た
だ
謙
虚
に
真
摯
に
生
き
る
と
し
て

も
そ
れ
だ
け
で
は
政
治
家
と
し
て
の
価

値
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
大
胆

に
事
を
起
こ
す
覚
悟
が
必
要
で
す
。 

５
期
目
の
挑
戦
。
あ
く
ま
で
国
民
の

豊
か
さ
を
追
求
し
ま
す
。
日
本
に
必
要

な
最
大
の
課
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
更
に
大
胆
に
政
策
を
進
め
る
た
め
、

意
思
決
定
構
造
も
作
っ
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

■
生
産
力
強
化
で
、

国
富
流
出
を
防
げ
。 

聞
き
手…

与
野
党
協
議
で
１
０
３
万

円
の
壁
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。 

大
野…

最
大
の
課
題
は
、
可
処
分
所

得
向
上
で
す
。
だ
か
ら
与
野
党
は
大
枠

で
は
同
じ
主
張
で
す
。
違
い
は
手
段
。

減
税
す
る
か
、
賃
金
増
や
す
か
で
す
。

も
ち
ろ
ん
前
者
も
あ
り
え
ま
す
が
、
重

心
は
後
者
で
す
。
増
税
は
あ
り
得
な
い
。 

聞
き
手…

元
々
は
パ
ー
ト
さ
ん
等
の

働
き
控
え
が
焦
点
で
し
た
よ
ね
。 

大
野…

当
初
は
、
扶
養
に
入
っ
て
い

る
パ
ー
ト
さ
ん
等
が
非
課
税
枠
を
超
え

な
い
よ
う
就
労
調
整
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
は
問
題
だ
と
の
主
張
で
し
た
が
、
実

は
就
労
の
壁
は
税
で
は
な
く
社
会
保
険

の
課
題
で
す
。
既
に
数
年
前
に
配
偶
者

の
壁
は
撤
廃
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
学

生
バ
イ
ト
等
の
壁
は
今
般
解
消
し
ま
す

が
、
本
業
は
勉
学
で
す
か
ら
働
く
応
援

は
筋
違
い
で
、
我
々
は
学
ぶ
応
援
と
し

て
奨
学
金
拡
充
等
を
措
置
し
て
い
ま
す
。 

結
局
、
就
労
問
題
は
後
退
し
給
与
所

得
減
税
に
焦
点
が
移
り
、
控
除
額
を
名

目
賃
金
上
昇
幅
以
上
に
上
げ
る
こ
と
で
、

税
制
大
綱
と
し
て
決
着
し
ま
し
た
。
た

だ
、
パ
ー
ト
側
の
最
低
賃
金
の
上
昇
幅

を
扶
養
側
控
除
に
適
用
す
る
の
は
理
屈

に
合
わ
な
い
、
都
会
の
大
企
業
高
所
得

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
優
遇
だ
な
ど
、
様
々
な

意
見
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
与
野

党
協
議
は
不
透
明
で
す
。 

聞
き
手…

ま
だ
物
価
高
が
厳
し
い
の

で
、
減
税
は
有
効
と
感
じ
ま
す
が
。 

大
野…

激
変
緩
和
の
た
め
の
補
助
は

当
面
続
け
る
べ
き
で
す
が
、
生
産
力
の

強
化
を
通
じ
て
賃
上
げ
す
べ
き
で
す
。

単
純
減
税
で
は
、
消
費
増
に
対
応
す
べ

き
生
産
力
が
国
内
に
無
い
た
め
、
国
富

が
海
外
に
流
出
し
続
け
ま
す
。
こ
の
流

れ
を
食
い
止
め
な
け
れ
ば
、
日
本
は
将

来
確
実
に
三
流
国
に
成
り
下
が
り
ま
す
。 

例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
門
だ

け
で
毎
年
５
兆
円
（
一
人
年
間
五
万
円
）

の
国
富
が
海
外
に
流
出
し
て
い
ま
す
。

供
給
力
が
な
い
た
め
で
す
。
海
外
に
搾

取
さ
れ
た
ま
ま
で
い
い
の
か
。
こ
の
ス

カ
ス
カ
の
構
造
に
目
を
つ
ぶ
り
、
耳
障

り
の
い
い
政
治
を
続
け
、
三
流
国
に
成

り
下
が
る
の
を
私
は
看
過
で
き
ま
せ
ん
。 

聞
き
手…

生
産
力
・
供
給
力
は
ど
の

よ
う
に
強
化
す
る
の
で
す
か
。 

第
一
に
投
資
。
社
会
産
業
構
造
を
一

気
に
刷
新
す
べ
き
で
す
。
医
療
・
介
護
・

ForumK 
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保
育
・
農
業
を
含
む
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

の
供
給
力
の
向
上
、
世
界
を
け
ん
引
で

き
る
成
長
分
野
や
革
新
的
技
術
領
域
の

強
化
、
食
料
安
全
保
障
を
含
む
経
済
安

全
保
障
と
防
災
減
災
国
土
強
靭
化
な
ど
、

大
胆
な
官
民
協
調
投
資
が
必
要
で
す
。 

第
二
に
労
働
。
省
力
化
投
資
も
当
然

で
す
が
、
外
国
人
材
活
用
は
必
須
で
す
。

移
民
に
は
反
対
で
す
が
、
既
存
制
度
を

調
整
す
れ
ば
、
現
状
の
管
理
制
度
下
で

も
十
分
に
拡
大
可
能
で
す
。
問
題
は
、

海
外
の
賃
金
上
昇
で
日
本
の
魅
力
が
相

対
的
に
薄
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本

を
選
ん
で
く
れ
る
よ
う
魅
力
の
維
持
向

上
が
重
要
で
す
。 

第
三
に
労
働
規
制
。
働
き
方
改
革
は

再
調
整
が
必
要
で
す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
は
大
企
業
に
は
有
効
で
す
が
、

均
一
的
な
労
働
規
制
に
よ
っ
て
地
方
の

労
働
力
不
足
は
深
刻
で
す
。
働
き
た
い

人
が
働
け
な
い
。
こ
う
し
た
働
き
方
改

革
は
修
正
す
べ
き
で
す
。
労
働
移
動
の

円
滑
化
を
前
提
に
修
正
を
目
指
し
ま
す
。 

第
四
に
産
業
取
引
適
正
化
。
農
業
な

ど
も
含
め
全
産
業
で
合
理
的
か
つ
適
正

な
取
引
価
格
の
形
成
（
価
格
転
嫁
）
に

よ
っ
て
、
賃
上
げ
構
造
を
作
る
べ
き
で

す
。
下
請
法
改
正
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
医
療
・
介
護
・
保
育
・
土
木
な
ど

の
政
府
調
達
価
格
・
公
定
価
格
は
物
価

ス
ラ
イ
ド
を
目
指
し
ま
す
。 

■
サ
イ
バ
ー
防
御

で
日
本
を
守
れ
！ 

聞
き
手…

サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
い
う
の

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。 

大
野…

例
え
ば
国
立
研
究
機
関
か
ら

職
員
情
報
や
技
術
情
報
が
流
出
、
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
か
ら
顧
客
情
報
が
流
出
し
不
正

注
文
、
企
業
の
海
外
子
会
社
か
ら
政
府

や
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
機
密
情
報
が
流
出
、

港
湾
や
病
院
で
一
時
的
に
機
能
停
止
、

な
ど
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
膨
大
な
国
富

が
失
わ
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

か
な
り
深
刻
な
状
況
で
組
織
的
か
つ
高

度
な
技
術
力
に
よ
る
攻
撃
に
対
処
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

聞
き
手…

政
府
の
対
策
案
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
す
か
。 

大
野…

２
０
２
２
年
に
自
民
党
経
済

安
全
保
障
推
進
本
部
で
具
体
的
な
実
装

方
法
の
検
討
を
始
め
、
翌
年
に
は
提
言

を
政
府
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

第
一
に
防
御
す
る
に
は
状
況
が
分
か

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
基
幹
イ
ン
フ
ラ

事
業
者
に
は
政
府
へ
の
情
報
提
供
を
義

務
付
け
す
る
な
ど
、
官
民
情
報
共
有
基

盤
を
作
り
ま
す
。
第
二
に
状
況
把
握
に

は
通
信
事
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

第
三
者
の
監
督
機
関
も
設
置
し
ま
す
。

第
三
に
警
察
権
の
範
囲
内
で
防
衛
省
・

警
察
庁
が
実
務
を
担
い
、
不
正
な
攻
撃

を
無
力
化
・
無
害
化
し
ま
す
。 

■
政
治
改
革
断
行 

聞
き
手…

昨
年
は
政
治
資
金
規
正
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
実
効
性
は
。 

大
野…

昨
年
は
人
生
最
大
の
試
練
で

し
た
。
ま
ず
は
政
治
資
金
規
正
法
改
正
。

党
内
で
訴
え
て
い
た
改
正
内
容
を
、
自

ら
責
任
者
と
し
て
立
案
、
交
渉
、
議
論

の
上
で
改
正
し
ま
し
た
。
世
間
的
注
目

度
が
高
く
与
野
党
間
の
最
大
の
焦
点
で

し
た
か
ら
、
紆
余
曲
折
の
連
続
で
し
た

が
、
少
な
く
と
も
政
治
資
金
の
不
正
に

対
し
て
、
政
治
家
は
言
い
訳
や
言
い
逃

れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
加
え
て
不
記

載
は
相
当
分
を
国
庫
に
納
め
る
仕
組
み
、

不
正
の
温
床
と
な
る
現
金
授
受
の
原
則

禁
止
、
そ
し
て
外
部
監
査
の
収
入
へ
の

適
用
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。 

同
種
の
問
題
が
起
き
れ
ば
処
罰
は
必

至
で
す
。
昨
年
後
半
に
は
、
残
る
透
明

性
向
上
に
も
取
り
組
み
、
第
三
者
機
関

の
設
置
や
政
策
活
動
費
の
廃
止
等
に
も

踏
み
込
み
ま
し
た
。
悪
事
の
穴
塞
ぎ
な

の
で
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
と
に
か
く
不
正
で
政
策
が
前
に

進
ま
な
く
な
る
の
は
避
け
た
い
と
の
思

い
で
し
た
。 

■
総
裁
選
を
経
て 

聞
き
手…

昨
年
は
総
裁
選
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
４
期
の
小
林
鷹
之
さ
ん

を
中
心
的
に
推
し
て
ま
し
た
ね
。 

大
野…

最
高
の
同
志
に
巡
り
合
え
た

こ
と
は
政
治
家
と
し
て
は
幸
せ
だ
と
思

い
ま
す
。
派
閥
に
関
係
な
く
、
ま
だ
４

期
の
政
治
家
が
総
裁
選
に
挑
む
、
そ
し

て
そ
れ
を
真
横
で
支
え
る
と
い
う
の
は
、

思
っ
た
よ
り
政
治
的
に
大
変
な
事
で
し

た
が
、
私
は
あ
く
ま
で
日
本
と
言
う
社

会
の
安
寧
の
た
め
に
、
心
の
震
え
を
伴

っ
て
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
も
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。 
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≪これまで≫防衛大臣政務官、内閣府副大臣（経済安全保障、防災等）、副幹事長、総務会副
会長、国会対策副委員長、議院運営委員会理事、政治改革特別委員会筆頭理事、決算行政監
視委員会理事、外務委員会理事など。 
≪現在≫政務調査会副会長、経済安全保障推進本部幹事長、社会保障制度調査会創薬力強
化ＰＴ座長、中小企業調査会中小企業金融小委員長、科学技術・イノベーション戦略調査会会
長、アジア安保環境ＰＴ事務局長など。その他、人口減少対策、農村基盤整備ため池小委員
会、和の住まい、量子技術推進、フランス、イスラエル、ヨルダン等の議員連盟の事務局長など。 

大野敬太郎 profile 大野敬太郎 ＷＥＢ 
http://keitaro-ohno.com/ 

地元で先進的な木材利活用に取り組む 
事業者を訪問、意見交換をする支部長 

地元で社会的課題解決事業に取り組む 
事業者を訪問、意見交換をする大野支部長 

仁尾竜祭り 

善通寺夏まつり 

石破茂総理にサイバー安全保障政策の 
実装作業早期着手に関する提言の申し入れ 

小林鷹之代議士の総裁選出陣式に陪席する支部長 

観音寺夏祭り 


